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物価高騰対策中小企業設備導入等支援補助金 実施報告書 

 

１．申請者情報 

 

２．導入・更新設備の概要 

 

（ふりがな） 

名称（商号または屋号） 

かぶしきがいしゃ ○○○○ 

株式会社   ○○○○ 

申請者の営む主な事業 飲食店（中華料理店） 
資本金額 

（個人事業者は記載不要） 
○○○○万円 

常時使用する従業員数 ○○人 
創業・設立年月 

（和暦） 
昭和○○年○○月    

連

絡

担

当

者 

（ふりがな） 

担当者名 

〇〇 〇〇 

〇〇 〇〇 
役職 店長 

電話番号 048-XXX-XXXX FAX 番号 048-XXX-XXXX 

E-mail アドレス XXXXX@XXXXX.com 

企業概要 

創業５０年に渡る老舗の中華料理店で、地元食材の越谷ねぎを使った○○

などが主なメニュー。また、数多くのメディアにも取り上げられ、他県か

らも多くのお客様が訪れる。 

設備を導入・更新した

事業所の所在地 

☐申請書に記載の住所と同一 

 越谷市  越ヶ谷 4-2-1   

補助対象事業 

 ①省エネルギー化に資する設備の導入・更新 

☐②省コスト化に資する設備の導入・更新 

☐③効率化・高収益に資する設備の導入・更新 

対象設備 

 高 効 率 空 調   ☐ 産 業 ヒ ー ト ポ ン プ   ☐ 業 務 用 給 湯 器      

☐高性能ボイラ  ☐高効率コージェネレーション  ☐低炭素工業炉 

☐変圧器   ☐冷凍冷蔵設備  ☐産業用モータ  ☐ＬＥＤ照明器具 

☐ 工 作 機 械   ☐ プ ラ ス チ ッ ク 加 工 機 械   ☐ プ レ ス 機 械      

☐印刷機械   ☐ダイカストマシン   ☐生産工程の自動化     

☐ロボットの導入   ☐ AI や IoT 等の技術を活用したシステムの導入 

☐その他（                      ） 

設備の名称・型式 

○○製 スーパー高効率空調・XYZ-0123 

こちらの実施報告書は、 

「既に設備を導入・更新した」方が使用してください。 記入例 

市内の事業所において導入・更新した

設備が対象です。 

設備の取扱説明書やカタログ

等を参照しご記入ください。 

mailto:XXXXX@XXXXX.com
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３．事業実施内容 

 

事業の名称 

高効率空調への更新による省エネ化の実現 

エネルギー価格の高騰による自社への影響 （設備の導入・更新前の状況を記載してください。） 

店舗に設置していた空調設備は、約１５年以上前に設置したもので劣化も激しく、電気代高騰の影

響を直に受けている状態にあったことから、令和５年１２月に設備を更新した。 

 

また、冬の季節には、暖房機能が正常に稼働せずストーブも同時に稼働させていたため、灯油の消

費量が増えた。さらには、エネルギー価格の高騰も重なり灯油のコストも大幅に増加した。 

取組内容 

（取り組み内容を具体的に記載してください。また、設備の導入・更新により、自社の負担緩和と

経営体質の強化にどうつながったか（今後の見込みでも可）についても記載してください。） 

劣化した空調設備を省エネ性能に優れた最新型の高効率空調に更新したことで、『電気代の削減』、

『灯油消費量・コストの削減』及び『消費電力の削減』効果があった。 

 

また、高効率空調への更新により、従業員の就労環境並びに作業効率改善につながることも考えら

れる。 

設備導入・更新による効果 

（設備の導入・更新による効果（今後の見込みでも可）を、具体的な数値を用いて記載してくださ

い。） 

【電気代】 

 令和４年１２月 ○○○万円 → 令和５年１２月 ○○○万円 （○○％削減） 

【灯油消費量・コスト】 

令和４年１２月 ○○○ℓ・○○○円 → 令和５年１２月 ○○○ℓ・○○○円 （○○％削減） 

【消費電力】 

 令和５年    ○○〇Kw  → 令和６年    ○○○Kw  （○○％削減見込み） 
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参 照 
 

〇「電気代等」を比較対象とする場合 

 …電気代等を導入・更新前後で比較し、その効果を図る。 

（例）蛍光灯からＬＥＤ照明への入れ替えを行ったケース 

 導入・更新前 導入・更新後 効果 

月々の電気代  １０万円  ８万円 △２万円（２０％削減） 

年間の電気代 １２０万円 ９６万円 △２４万円（２０％削減） 

１時間あたりの

消費電力 
６０Ｗ ４５Ｗ △１５Ｗ（２５％削減） 

 

〇労働生産性を比較対象とする場合 

…労働生産性を設備の導入・更新前後で比較し、その効果を図る。 

(参考)労働生産性とは、従業員一人当たりの付加価値額を言い、付加価値額を従業員数で除したも

の。労働の効率性を計る尺度であり、労働生産性が高い場合は、投入された労働力が効率的に

利用されていると言える。 

・労働生産性の計算式（*会計上の減価償却費） 

   

   

〇エネルギー使用量（原油換算値）を比較対象とする場合 

…エネルギー使用量を設備の導入・更新前後で比較し、その効果を図る。 

  ・埼玉県のホームページにおいて、事業者の使用エネルギーが原油換算で何ｋＬになるかを簡

易に計算するためのシート、「原油換算チェックシート」が公表されていますのでご参照くだ

さい。 【https://www.pref.saitama.lg.jp/a0502/ontaikeikakusyo.html】 

 

〇その他 

 …設備製造メーカー等が作成したシミュレーションにより、その効果を図る。 

 

 

 

＊上記は一例です。期待される効果が図れる方法であればその他の方法でも構いません。 

 

 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0502/ontaikeikakusyo.html

